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1　緒　　　　言

前報までに，裂皮粒の発生には品種間差異があること・

播種朋や栽植密度の相違及び土壌の乾湿処理などによって

も裂皮粒の発生に差異が認められることを報告した。本報

では，個体円の若菜位置によって裂皮粒の発生がどのよう

に変動するかを調査したので．その結果を報告する。なお・

本試験は九州農業試験場において実施したものである。

2　■肢　験　方　法

1980年，フクユタカとアキヨシの2品種を供試し・黒色

火山灰土壌の普通畑に7月18日（標準）及び8月7日（晩

播き）の2時朋に播種を行った。なお，晩播きはフクユタ

ヵのみである。栽植密度は畦幅60仰，挟間12・5川として

表1生育・収量調査結果

－791

戚当たり13．3本とした。8当たり化成肥料（3－10－10）

8時．堆肥80軸，苦土石灰10昭を基肥として施用した。

その他は標準排種法に従って栽培した。裂皮の調査は収穫

後風乾した材料について着爽位置別に行った0

3　紋　験　結　果

11）調査材料の生育・収量

調査材料の生育・収量調査結果は表1に示すとおりであ

る。開花期は7月18日播きでは8月訪日．8月7日播きの

フクユタカでは9月9日であっ†こ。成熟期は7月18日播き

ではフクユタカが11月13日，アキヨシが11月18日であり・

8月7播きのフクユタカでは11月18日であった。生育量は

7月18日播きが8月7月播きより明らかに大きかった。子

実重は8当たり18．0～27．3時であった○

播 種 期　 品　 種

（月 日 ）

開 花 期 成 熟 期 豊 熟 日数 主 茎 長 主 茎 節 数 分 校 数 子 実 重

く月 日 ） （月 日 ） （日） （㈹ ）　 （本 ） （極 ／8 ）

フ クユ タカ 8．2 6　　 1 1．1 3　　　 79　　　 6 4・8　　 14・3　　　 3・5　　　 2 7・3

7・18　 ァ キ ヨ シ 　 2 6 18　 8 4　 6 7・0 15・8　 4・1 2 2・l

l 9． 9 1 1・18　 7 0　 4 1・5 1 2・2　 3 ・0 1 8・0＄． 7　　　 7 クユ タ カ

（21主茎夷と分枝英における裂皮校数歩合の比較

各個体内の英を主茎菜と分枝英に区分して裂皮粒数歩合

を調査した。その結果は表2のとおりである。7月18日播

きでは，フクユタカの主茎英の16．2％に対し・分枝爽では

28．7％であり，アキヨシの主茎夷の12．2％に対し．分枝爽

ではお．6％であった。両品種とも王墓美より分枝乗で裂皮

秦2　主茎英と分枝英におけろ裂皮拉致歩合

粒の発生が多かった。8月7日播きのフクユタカでは・主

茎爽及び分枝英とも裂皮粒が減少し・特に分枝英の裂皮校

数歩合は標準播きに比べて著しく少なくなった。そのため・

裂皮粒の発生は分枝乗より主茎夷で多くなる傾向を示した。

晩播きでは豊熟日数が短くなるなどのため主茎英の豊熟条

件がよかったことが関係していると推察される0

日　 播　 き 8 月　 7　日 播 き

項　　　　　 目 ア　 キ　 ヨ　 シ フ ク ユ タ　カ
フ ク　ユ タ　カ

主　 茎 爽 分 枝 爽 主 茎 爽 分 枝　 爽 主 茎 爽

160

l 分 枝 爽

110

　9

英　　　　　　 数 130 237 2 2 1 2 19

裂　 皮　 拉　 数 2 1 68 27 5 6 1 8

裂 皮 粒 数歩 合 （％） 16．2 28．5 12．2 25．6 11．3 8．2

注．調査は5個体
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（3）着爽節佗別の裂皮校数歩合の変動

主茎の着爽節位別の裂皮指数歩合は表3のとおりである。

両品種とも第3節から最上位節まで若菜がみられたが．裂

皮粒の発生が認められる節伯は．7月18日播きではフクユ

タカは主として第5節から第12節であり．アキヨシは第6

節から第12節であった。8月7日播きのフクユタカでは第

6節から第10節であった。裂皮粒の発生が多い節位は，い

ずれの品種．揺踵期とも，概して主茎中位節の第6．7，

8節であることが明らかになった。

表3　主茎の着爽節位部の裂皮粒数歩合（％）

また・分枝の着爽節位別の裂皮粒数歩合についても調査

を行ったが．両品種とも王茎の第4．5．6節から出現し

た各分枝の第1，2，3節で裂皮粒の発生が多い傾向が認

められた。

以上のように裂皮粒の発生は主茎及び分枝とも着爽節位

によって異なることが明らかとなった。これは開花順序と

関連があるのではないかと考えられる○本試験では開花噸

序の調査を行っていないが，秋大豆を普通栽培したときの

開花の状況について土井1）は主茎の中央部の節位から開花

播 種 期

（月．日）
品　 踵

主　　　　 茎　　　　 節　　　　 位

4　 5　 6　 7　 8　 9 10 1 1 1 2 13 14 1 5

－　 3 3　 7 5　 2 0　 4 3　 9　 9　 23　 9　 0　 07．18
フ クユ タ カ

ア キ　 ヨ　シ 0　 0 1 1 7　 2 1 1 7 1 9 17 1 5　 0　 6　 0

0　 0 15　 2 8 12 1 3 1 1 0　 08． 7 フ クユ タカ

が始まり・次いで上方の節位に及ぼし，同時に上位の分枝

から下位の分枝の噸に，そして1本の分枝では基部から頂

部に向って開花し，最も晩く開花すろのは上位分枝の頂花

であると報告している。このような開花順序と裂皮粒の発

生とを関係づけてみると，開花噸序の早い節位での裂皮粒

の発生が多いことが明らかに認められ，有利な豊熟条件に

ある英での発現の多いことが推察される。

蓑4　主茎節位別の健全粒及び裂皮粒の一粒重（ダ）

t4）若菜節位別の子実の粒大

王茎の着実節位ごとに子実を裂皮粒と健全粒に分けて，

一粒重を比較すると表4のとおりである。裂皮粒は各節位

とも一粒重が重く．粒の肥大が摩っていた。平均値では，

フクユタカの裂皮粒の一粒重は健全粒に比べて22％，アキ

ヨシのそれは17％の増大を示した。また，分枝の子実でも

同様な傾向が認められた。以上のように，いずれの節位で

項　　　　 目
主　　　　 茎　　　　 節　　　　 位

5　　 6　　 7　　 8　　 9　 10　 11　 12　 13　 14　 平 均

フクユタカ

健 全 粒 0・30　 0・31　 ‾　 ‾　 0・23　 －　 0・26　 0・27　　　　 （賂

裂 皮 粒 0・30　 0・29　 0・37　 0・36　 ‾　 0・33　 0・30　　　　　　 （惜 ）

ア キ ヨ シ

健 全 粒 0・24　 0t24　 0・22　 0・23　 0・22　 0・2 1 0・22　 0・23　 0・24　 0・22 （鵠

裂 皮 拉 ‾　 0・25　 0・26　 0・26　 0・3 1 0・26　 0・25　 －　 0・27　　 （惜 ）

注． 7 月18 日　 き材 ・

も粒の肥大が良好な子実は裂皮粒となりやすい傾向がある

ことが明らかである。

4　摘　　　　要

フクユタカ．アキヨシの2品種を供試し，7月18日と8

月7日に播種した材料を用い，若菜位置別に裂皮粒の発生

を調査した。その結果．①裂皮拉致歩合は，標準播きでは

両品種とも主茎夷より分枝英で多いが．晩播きするとその

差が少なくなること，②若美節位別の裂皮粒の発生は主茎

中位の節位に当たる第6，7，8．9節の爽で多く，分枝

では王茎の第4．5．6節からの分枝の第1，2，3節の

夷で多いこと，⑧更に，若菜節位別の裂皮粒と健全粒との

粒大を比べると裂皮粒は明らかに粒の肥大が良好であるこ

となどが明らかにされた。
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